
 

  

令和 6 年 6 ⽉ 27 ⽇ 

  
2.2 版 

防災学習システム     

操作マニュアル       
「建物倒壊シミュレータ」編 

 

愛知県防災安全局 防災部 防災危機管理課 

 



1 

 

⽬次 
1. はじめに .................................................................................................................................. 2 

1.1. 「建物倒壊シミュレータ」とは ............................................................................................................ 3 
1.2. 「建物倒壊シミュレータ」を起動する ................................................................................................. 4 

2. 「今すぐシミュレーション」する ......................................................................................... 5 
2.1. 「今すぐシミュレーション」の操作⼿順 .............................................................................................. 5 
2.2. 「建物条件⼊⼒ページ」の⼊⼒⽅法 ..................................................................................................... 6 
2.3. 「建物倒壊シミュレータ 診断結果」の⾒⽅ .................................................................................... 13 

3. 「地図からシミュレーション」する ..................................................................................... 14 
3.1. 「地図からシミュレーション」の操作⼿順 ........................................................................................ 14 

4. スマートフォンでシミュレーションする ............................................................................. 15 
4.1. 「建物倒壊シミュレータ（スマホ版）」を起動する ......................................................................... 15 
4.2. 「建物倒壊シミュレータ（スマホ版）」の操作⼿順 ......................................................................... 17 

 

 

  



2 

 

1. はじめに  
本書は、愛知県防災学習システム（以下、「本システム」という）の「建物倒壊シミュレータ」の
操作マニュアルです。 
本システムについて、本書に記載のない操作⽅法は下記の関連マニュアルを参照してください。 

 
関連マニュアル 

● 防災学習システム操作マニュアル「防災マップを⾒る」編 
本システムの「防災マップを⾒る」の操作マニュアルです。 
地図の詳細な操作⽅法についても記載されています。建物倒壊シミュレータの地図画⾯の詳し
い操作⽅法は、このマニュアルを参照してください。 
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1.1. 「建物倒壊シミュレータ」とは  
「建物倒壊シミュレータ（以下、「シミュレータ」という）」は、東海・東南海・南海連動地震が
発⽣した際の建物や家具の揺れを予測し、シミュレーションするサービスです。 
シミュレーション映像は、「平成 23 年度〜25 年度愛知県東海・東南海・南海地震等被害予測調査

（愛知県防災会議地震部会）」のデータをもとに作成。住所や建物の情報から⾃宅の耐震が診断で
きるので、災害対策に役⽴てられます。 

 
！注意！ 
� シミュレータでは、⽊造の⼾建て住宅を対象にしています。 
� 解析に使⽤する震度や地震波形などは、「平成 23 年度〜25 年度愛知県東海・東南海・南海地震等被

害予測調査」における「過去地震最⼤モデル」の予測値です。実際の地震とは異なる場合がありま
す。 

 
 
シミュレータには、シミュレーションの⽅法に応じて２つのモードがあります。 

● 今すぐシミュレーション （P.5〜） 

建物の情報を選択してシミュレーションします。予測震度と建物に関する 13 の質問の回答を
元に判定します。 

● 地図からシミュレーション （P.14〜） 
住所と建物の情報を選択してシミュレーションします。地図で選択した場所の予測震度と建物
に関する 13 の質問の回答を元に判定します。 
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1.2. 「建物倒壊シミュレータ」を起動する  
「建物倒壊シミュレータ」を起動するには、以下の⼿順で「建物倒壊シミュレータ」のメニュー画
⾯を開きます。 

① 「愛知県防災学習システム」のトップ画⾯にある「建物倒壊シミュレーション」のメニュー
ボタンをクリックします。 

② 「利⽤規約」の確認ページが表⽰されます。 
③ 「同意して利⽤する」をクリックします。 
④ 「建物倒壊シミュレーション」のメニュー画⾯が表⽰されるので、モードを選択してシミュ

レーションをはじめます。 
各モードでの操作⽅法は、以降のページを参照してください。 
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2. 「今すぐシミュレーション」する  
2.1. 「今すぐシミュレーション」の操作⼿順  

① 「建物倒壊シミュレータ」のメニュー画⾯の「今すぐシミュレーション」をクリックします。 
予測震度を選択する画⾯が表⽰されます。 

 

 

 

 

 

 

 

② シミュレーションする場所の予測震度をクリックします。 
予測震度がわからない場合は、本システムの「防災マップ」で確認してください。 

③ 建物条件⼊⼒ページが表⽰されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画⾯に従って回答します。 
≫詳しい回答⽅法は、「2.2.「建物条件⼊⼒ページ」の⼊⼒⽅法」を参照 

  

建物に関する質問が表⽰されま
す。画⾯を下にスクロールして
順番に回答してください。 

前の画⾯で選択した予測
震度が表⽰されます。 
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④ すべての質問に回答したことを確認し、画⾯下部の「シミュレーション実⾏」をクリックしま
す。「建物倒壊シミュレータ 診断結果」画⾯が表⽰されます。 
≫画⾯の⾒⽅は「2.3.「建物倒壊シミュレータ 診断結果」の⾒⽅」を参照 

 

2.2. 「建物条件⼊⼒ページ」の⼊⼒⽅法  
建物条件⼊⼒ページでは、シミュレーションする建物の構造や状態に関して⼊⼒します。項⽬は全
部で 13 問あります。 
項⽬は下に続いているので、画⾯を下にスクロールしてすべての質問に回答してください。 
 

Q１.建築年はいつですか？ 
 

 

 
建物の建築年を選択します。「1981 年以降」と表⽰されたボックスの横にある▼をクリックす
ると建築年の候補が現れるので、該当するものをクリックします。 

Q2.外壁はどんな種類ですか？ 

外壁の種類を選択します。 
外壁の種類が画像で表⽰されるので、該当する画像をクリックします。 
選択した回答の⽂字には⻩⾊のマーカーが付き、⽂字の横の〇が⦿に変わります。 
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＊ヒント＊ 
（選択のヒント）をクリックすると、外壁の種類の説明画⾯が表⽰されます。外壁の種類を選ぶ際の
参考にしてください。 
 

Q3 外壁について、該当する劣化状況を選択してください 

※選択肢の画像は Q2.で選択した外壁の種類によって異なります 
 
劣化状況の例を参考に、外壁の劣化状況について回答します。「劣化なし」「やや劣化あり」

「劣化あり」のいずれかの⽂字をクリックします。選択した回答の⽂字には⻩⾊のマーカーが
付き、⽂字の横の〇が⦿に変わります。 
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Q4.１階の形はどれですか？ 

建物を上から⾒たときの１階の形状を回答してください。「⻑⽅形」「L 字型」「T 字型」
「複雑」からもっとも形の近い画像をクリックします。 
選択した回答の⽂字に⻩⾊のマーカーが付き、⽂字の横の〇が⦿に変わります。 
 

Q5.２階の形はどれですか？ 
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建物を上から⾒たときの２階の形状を回答してください。「⻑⽅形」「L 字型」「T 字型」
「複雑」からもっとも形の近い画像をクリックします。 
選択した回答の⽂字に⻩⾊のマーカーが付き、⽂字の横の〇が⻘⾊に変わります。 
 

Q6.１階と２階は、ずれていますか？ 

建物を横から⾒たときの１階と２階のずれの⻑さを回答してください。1階に対して 2階が⻑
い場合は「ずれ１」の⻑さに、2階に対して 1階が⻑い場合は「ずれ２」の⻑さに⼊⼒しま
す。 

 
＊ヒント＊ 
ずれの有無や⻑さがわからない場合は「０」のままで進めてください。 

 

Q7.屋根はどんな種類ですか？ 

屋根の種類を回答してください。 
「和⽡」「⽡」「その他」から該当する画像をクリックします。 
選択した回答の⽂字に⻩⾊のマーカーが付き、⽂字の横の〇が⦿に変わります。 
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Q8.内装はどんな種類ですか？ 

内装の種類について回答してください。 
柱の⾒え⽅によって「⼤壁」か「真壁」を選択し、該当する画像をクリックします。 
選択した回答の⽂字に⻩⾊のマーカーが付き、⽂字の横の〇が⦿に変わります。 

Q9.１階はどんな様⼦ですか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１階の部屋割りと壁の量を回答してください。部屋数と壁の量を組み合わせた４つの選択肢か
ら、該当する図をクリックします。 
選択した回答の⽂字に⻩⾊のマーカーが付き、⽂字の横の〇が⦿に変わります。 
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Q10.２階の下の１階部分に、壁は多く⼊っていますか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１階のうち、２階が乗っている部分の壁の量について回答してください。 
壁が多いか少ないか、近いほうの画像をクリックします。 
選択した回答の⽂字に⻩⾊のマーカーが付き、⽂字の横の〇が⦿に変わります。 
 

Q11.２階はどんな様⼦ですか？ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２階の部屋
割りと壁の量について回答してください。 
部屋数と壁の量を組み合わせた４つの選択肢から、該当する図をクリックします。 
選択した回答の⽂字に⻩⾊のマーカーが付き、⽂字の横の〇が⦿に変わります。 
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Q12.基礎はどんな様⼦ですか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建物
の基礎の種類と状態について回答してください。 
基礎の種類は「⽟⽯」「無筋コンクリート」「鉄筋コンクリート」「わからない」の４つか
ら、基礎の状態は「ひび割れがある！」の下の「はい」または「いいえ」から該当するほうを
クリックします。選択した回答の⽂字に⻩⾊のマーカーが付き、⽂字の横の〇が⦿に変わりま
す。 
 

Q13.２階や屋根に重いものがありますか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２階や屋根の上に、「移動式書架」「物置」「⼩屋裏収納」「太陽熱温⽔器」のいずれかの重
量物がある場合は、該当するすべての画像をクリックしてください。重量物がない場合は、

「重量物なし」をクリックします。 
選択した回答の⽂字に⻩⾊のマーカーが付き、⽂字の横の□にチェックが付きます。  
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2.3. 「建物倒壊シミュレータ 診断結果」の⾒⽅  
「建物条件⼊⼒ページ」の⼊⼒を完了すると、「建物倒壊シミュレータ」の診断が始まります。⼊
⼒した予測震度と建物の条件に応じてシミュレーション映像が流れ、画⾯下部に診断結果が表⽰さ
れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

診断結果が表⽰されます。内容を
確認して、建物の耐震対策に役⽴
ててください。 

「建物倒壊シミュレータ」の
メニュー画⾯に戻ります。 

地震発⽣時の建物や家具の
揺れのシミュレーション映
像が再⽣されます。映像
は、震度に応じた地表⾯波
（予測）と建物モデルを解
析して作成されています。 
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3. 「地図からシミュレーション」する  
3.1. 「地図からシミュレーション」の操作⼿順  

① 「建物倒壊シミュレータ」のメニュー画⾯から「地図からシミュレーション」を選択します。 
地図画⾯が表⽰されます。 

 

② シミュレーションする建物の場所が地図の中央になるよう、画⾯の移動と拡⼤・縮⼩をします。 

③ 画⾯上部にある「建物倒壊シミュレータ（選択式）へ進む」のボタンをクリックします。 
シミュレータ開始の確認ダイアログが表⽰されるので、
「ＯＫ」を押します。 

（「キャンセル」を押すと地点選択画⾯に戻ります） 

④ 建物条件⼊⼒ページが表⽰されるので、画⾯にしたがって⼊⼒します。 

⑤ すべての質問に回答したことを確認し、画⾯下部の「シミュレーション実⾏」をクリックします。
「建物倒壊シミュレータ 診断結果」画⾯が表⽰されます。 
 

＊ヒント＊ 
� 本システム内の地図画⾯の操作⽅法は共通です。詳しい操作⽅法は、『防災学習システム操作マニュ

アル 「防災マップを⾒る」編』を参照してください。 
� 「建物条件⼊⼒ページ」の質問項⽬と回答⽅法は、「2.2.「建物条件⼊⼒ページ」の⼊⼒⽅法（Ｑ.1〜

3，7）」を参照してください。  



15 

 

4. スマートフォンでシミュレーションする  
「今すぐシミュレーション」は、スマートフォンでも使うことができます。 

！注意！ 
スマートフォンでは「地図からシミュレーション」は使⽤できません。 

 

4.1. 「建物倒壊シミュレータ（スマホ版）」を起動する  

① ウェブブラウザを起ち上げ、「愛知県防災学習システム」のサイトを開きます。 

② トップページにあるメニューアイコンから「建物倒壊シミュレータ」をタップする（⽅法１）
か、画⾯左上の「Menu」から「建物倒壊シミュレータ」をタップします（⽅法２）。 
 

 
 

画⾯左上の「Menu」
をタップして、 

「建物倒壊シミュレータ」を
タップします。 

 

トップページの「建物倒壊シミュ
レータ」をタップします。 

⽅法１ 
メニューアイコンから選択する 
 

⽅法２ 
「Menu」から選択する 
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③ 「建物倒壊シミュレータ（スマホ版）」の説明画⾯が表⽰されます。画⾯の「今すぐシミュレーシ
ョン」をタップします。 

④ はじめてアクセスしたときは、利⽤規約画⾯が表⽰されるので、「同意して、利⽤する」をタッ
プします。 

⑤ 「建物倒壊シミュレータ（スマホ版）」のメニュー画⾯が表⽰されます。 
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4.2. 「建物倒壊シミュレータ（スマホ版）」の操作⼿順  

① 予測震度を選択します 
メニュー画⾯の「今すぐシミュレーション」をタップします。 
予測震度を選択する画⾯が表⽰されるので、予測震度をタップします。 
 
＊ヒント＊ 
防災マップから予測震度を確認するときは、画⾯下部にある「防災学習システム トップページ」のボ
タンをタップして防災学習システムのトップ画⾯に戻り、防災マップのメニューを選択してください 
 

② 建物の情報を⼊⼒します 
「建物倒壊シミュレータ 建物条件⼊⼒ページ」が表⽰されます。 
画⾯に従って建物に関する質問に答えます。すべての質問に回答したら、「建物条件⼊⼒ペー
ジ」の⼀番下にある「シミュレーション実⾏」ボタンをタップします。 

 
＊ヒント＊ 
建物条件⼊⼒ページには PC 版のシミュレータと同じ質問項⽬が表⽰されます。 
質問項⽬と詳しい回答⽅法は、本書の「2.2.建物条件⼊⼒ページの項⽬と回答⽅法」を参照してくださ
い。 

  

質問は下に続いているので、画⾯を下に
スクロールして回答していきます。 

「シミュレーション実⾏」
をタップします。 
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③ シミュレーション内容を確認します 
シミュレーション画⾯が開きます。地震発⽣時の建物や家具の揺れ⽅などが動画で再⽣され、
診断結果が表⽰されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ シミュレーションを終了します 
画⾯下部の３つのボタンから、戻りたい画⾯のボタンをタップします。 

判定に応じた動画が再⽣され
ます。地震発⽣時の建物や家
具の揺れの状況が確認できま
す。 

タップするとシミュレータを終
了して各ページに戻ります。 

判定結果が表⽰されます。内
容を確認して、建物の耐震対
策に役⽴ててください。 


